
  今月の内容  
■令和3年度　重点項目および予算
■【特集】豊島区終活あんしんセンター
■叙勲受章おめでとうございます
■会員制度変更のお知らせ
■長期継続会員の方（抽選200名）へのプレゼント
■｢区民ミーティング」から広がる地域の活動
■ご寄附をありがとうございました

2 0 2 1  s u m m e r  N o . 2 7 0

岡田　　実（高田地区）

西森すみ子（巣鴨地区）

三輪　　緑（池袋東地区）

戸澤　佳子（池袋西地区）

酒井　順子（高田地区）

大山さと子（長崎第一地区）

松﨑伊津枝（長崎第二地区）

關　　愼吾（社協）

2021年6月
社会福祉法人
豊島区民社会福祉協議会
豊島区東池袋1－39－2
豊島区役所 東池袋分庁舎3,4階
☎03-3981-2930

ご寄附をありがとうございました 2020年12月1日～2021年4月30日

広報委員

発　　行

編 集 後 記

御篤志に心より感謝いたします

デザイン・印刷：㈱美巧社

　去年に続いて今年も社会はコロナ禍にあ
り、さまざまな行事や催しが中止になり、
簡略化されています。ワクチン接種が進ん
でいるとはいえ、いまだに感染予防、感染
防止のためのマスク着用、三密を避ける行
動が求められています。このため外出が減
り、地域の方々が顔を合わせる機会も少な
くなりました。
　このような厳しい状況下でも人と人のつ
ながりが大切なことは変わりありません。
「新しい生活様式」が模索され、いろいろ
な工夫が考えられています。
　コロナ禍であっても支援活動や地域の見
守りを進めることで、各自が生きがいを見
出し、しっかりとつながり続けることが重
要となっています。

（西森すみ子）

　豊島区と豊島区民社協では、障害
のある方々の文化芸術作品や制作活
動などを広く紹介することで、多く
の皆さんの障害者理解を深め、障害
のある方々の社会参加を促進するた
め、豊島区障害者美術展「ときめき想
造展」を開催してきました。
　14回目をむかえたこの美術展は、
新型コロナウイルス感染症の拡大防
止のためオンライン展覧会として開
催しており、現在（令和3年7月時点）も
作品をご覧いただくことができます。
　今号と次号の2回にわたり、この誌
面で第13回と第14回の「豊島区民社
会福祉協議会会長賞」受賞作品をご
紹介します。

　第13回・14回豊島区障害者美術展
ときめき想造展オンライン展覧会は
こちらからご覧いただけます。
https://tokimeki-sozo.com/
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第13回「豊島区障害者美術展ときめき想造展」豊島区民社会福祉協議会会長賞

「花吹雪」山崎 雅美



１．「災害ボランティアセンター」の開設準備
　災害時の「災害ボランティアセンター」の開設に向けて、体制を整備します。
また災害後の福祉課題の解決に向けた支援体制の構築を図ります。

２．終活サポート事業への取り組み（新規事業）
　人生の最期まで自分らしく、豊かに生きるための準備である「終活」。そのサ
ポートを区の委託を受け展開していきます。「終活」に関する相談・情報提供を
行い、総合的な支援に取り組みます。

3．成年後見制度利用促進に関する取り組み
　サポートとしまは、区と連携し、中核機関の設置及び地域連携ネットワーク
の体制整備を行います。また、成年後見制度の利用促進を図ってまいります。

4．コミュニティソーシャルワーク事業の推進
　これまで対応してきた地域生活課題だけでなく、コロナ禍において顕在化し
た課題（社会的孤立、若年層の生活困窮、8050問題、住民同士のつながりの希薄
化など）に対して、住民や地域団体、関係機関と連携して、相談支援や地域活動
支援等に取り組みます。

5．財政収支の改善
　令和3年度は、収支均衡に向けた予算編成を行います。また、策定した「経営
改善計画」に基づき、会員数の確保、寄附の勧奨、新規事業開拓など自主財源の
拡大を目指します。

　令和2年は、新型コロナウイルス感染症の広がりにより、人と人とが互いに距離を取り、接触機会
を減らすことが求められました。このため地域住民等による福祉・ボランティア活動は休止や延期
等、活動自粛を余儀なくされ、豊島区民社会福祉協議会においても、ウィズコロナを踏まえ、今後の
アフターコロナにおける「新たな視点での地域づくり」に取り組んでいく必要に迫られています。
　豊島区が推進しているSDGsの理念である「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、地域主
体で行動し、経済・社会・環境の好循環が生まれる持続可能なまちづくりを推進して参ります。

令和３年度　重点項目
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支出
5億2千626万円

法人運営事業
1億167万円
19.32％

経常経費
補助金収入
1億9千５万円
36.11％

受託金収入
2億８千920万円
54.95％

公益事業
5千937万円
11.28％

地域福祉事業
2億2千983万円
43.67％

ボランティア活動推進事業
1千679万円
3.19％

助成事業
2千560万円
4.86％

事業収入
1千147万円
2.18％

生活福祉資金貸付事業
4千3万円
7.61％

福祉サービス利用援助事業
5千166万円
9.82％

歳末たすけあい運動事業
131万円
0.25％

介護保険事業収入
687万円
1.31％

繰越金
801万円
1.52％

会費収入
686万円
1.30％

寄附金収入
300万円
0.57％

収入
5億2千626万円

その他の収入
1千80万円
2.06％

令和3年度 令和2年度 増　減

予算額 5億2千626万2千円 5億1千576万4千円 1千49万8千円増

令和３年度　予 算
社会福祉法人　豊島区民社会福祉協議会

収入内訳（科目別）

支出内訳（事業区分別）
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【特集】

豊島区終活あんしんセンター
（ご利用の案内）

終活とは

終活相談窓口

豊島区民社会福祉協議会では、令和3年2月15日から豊島区の「終活サポート事業」を受託し、
「豊島区終活あんしんセンター」の運営を開始いたしました。

みなさんは、「終活」という言葉を聞かれたことはありますか？
「終活」とは、身の回りの整理や遺言・相続、葬儀やお墓など、いずれやってく
る「その時」に備える準備活動のことです。
一人ひとりが「終活」を通じて、将来に対する不安を解消し、充実した生活が
送れるよう、当センターがご相談をお受けします。

■対 象 者　　豊島区内にお住まいのおおむね65歳以上の方とそのご家族
■開所日時　　月曜日～金曜日　9時～17時
　　　　　　　※土日祝日、年末年始はお休みです。
■相談方法　　電話・メール・窓口にてご相談をお受けします。
　　　　　　　※�窓口が混み合う場合があります。
　　　　　　　　まずは、電話やメールをご利用下さい。
■相 談 料　　無料　秘密厳守
■所 在 地　　豊島区東池袋1-39-2　豊島区役所東池袋分庁舎4階
　　　　　　　（社会福祉法人豊島区民社会福祉協議会内）
■連 絡 先　　電 話　03（6863）7830
　　　　　　　F A X　03（3981）2946
　　　　　　　メール　siensitu@a.toshima.ne.jp

社協4階に入ってすぐです。

窓口にてご相談を伺い、必要な方には
『エンディングノート』を差し上げています。

エンディングノート�
� とは…？
もしもの時に備えて、自分
の想いや財産等の情報を記
録しておく冊子です。
「終活」の手始めにエンディ
ングノートを準備する方も
増えてきています。

「終活」する人が増えています。そろそろ考えてみませんか？
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相談・問合せ

窓口

メール

電話

開催レポート　豊島区終活あんしんセンター　開所記念講演会

「これからを活き活きと過ごすための終活�
� ～幸せになる遺言～」

講師�冨永 忠祐 氏（弁護士）

　去る令和3年3月18日（木）に開所記念講演会を開催しました。
　日頃から法律家の立場で活動されている冨永忠祐氏を迎え、「遺言」につ
いてお話をいただきました。とても分かりやすく、ユーモアを交えたお話が
参加者の方に大好評でした。
　講演の中では、「遺言は“財産をどう残すのか”だけではなく、あなたの
“想い”を伝えることができる」とのお話がありました。

相談の流れと方法

講師の冨永忠祐氏

「また参加したい」、
「さっそく遺言を作成してみたい」という声も。

情報提供
ご相談内容に応じた
情報提供を行います。

たとえば　こんなご相談
⃝｢終活」の始め方を知りたい
⃝自分の記録や想いを大切な人に伝えたい
⃝認知症などになった時のお金の管理が心配
⃝遺言や相続について考えたい
⃝身寄りがなく今後のことが心配
⃝亡くなった後のことが心配　　　など

「終活」に関する
講演会・学習会

今年度も「終活」についての講演会・学習会の
開催を予定しています。
詳細が決まりましたら、『広報としま』
や社会福祉協議会のホームページで
お知らせします。

終活専門相談
⃝相談員　弁護士、司法書士など
⃝相談料　無料
⃝相談日　毎月第四火曜日（要予約）
　　　　　※詳しくはお問合せ下さい。

専門職

必要に応じて

豊 島 区 終 活 あ ん し ん セ ン タ ー

お気軽に
お問い合わせ

ください
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寺田副会長　叙勲受章
　豊島区民社協の寺田晃弘副会長（豊島区民生委員児童

委員協議会代表会長）は、令和3年春の叙勲において、
長年の社会福祉への功労により、瑞宝双光章を受
章されました。
　寺田副会長おめでとうございます。心よりお祝い
申し上げます。

社協会費のお知らせ

団体会員及び賛助会員からいただいた会費を「寄附金」として取り扱いさせていただきます。
（会員の皆様にとっては「社会福祉法人への寄附」となるので所得税控除の対象になります）
　※現在、個人会員で入会している方が、在宅サービスの利用がなく、資金面での社協支援だけをしたいとお考えの場
合、賛助会員へ変更することも可能です。
　※所得税控除の申告には、「寄附」と記載した領収書が必要になります。ご希望の方は総務課（電話03-3981-2930）
までご連絡ください。

会費納入のお願い
昨年度に引き続き、豊島区民社協の会費が、コンビニエンスストアや郵便局でもお支払いいただけます。
ご自宅等へお届けする「払込用紙」（Ａ4サイズ）を期限内にお近くのコンビニエンスストア等へお持ちください。
振込ではなく、現金でのお支払いをご希望の方は、これまでどおり、民生委員・児童委員の方へお預けください。
ご協力のほど、よろしくお願い致します。

（1） 個人会員 １口 1,000円
（2） 団体会員 １口 2,000円
（3） 施設会員 １口 5,000円
（4） 賛助会員 １口 3,000円

②会費の
取り扱いの変更

新しい会員区分
会費は1口1,000円～

（1）個人会員　1口　1,000円以上　
個人単位で入会していただきます。社協が実施する会員向け在宅サービスの利
用ができます。

(2）団体会員　2口　2,000円以上
団体、ボランティア団体、町会・自治会、商店会等で入会し、資金面で社協の
支援をしていただきます。

(3）賛助会員　3口　3,000円以上
社会福祉関係施設、企業等で入会し、資金面で社協の支援をしていただきます。

①会員区分の変更

寺田副会長（前列中央）と社協職員

6 　としまふくし  No.270



長期継続社協会員のみなさん（抽選200名）へ
プレゼント

区民ミーティング から広がる 地域の活動

　5年以上継続して社協会員になっていただいている方の中から抽選で200名
の方に、感謝の気持ちを込めて、就労継続支援B型事業所「Base Camp」（豊
島区要町）製作のトートバッグをお送りいたしました。
（就労継続支援B型事業所は、障害のある方のための就労をサポートする事業所で
す。「働く場」として通うことで工賃（賃金）が得られます。）

「Base Camp」 のみなさんからのメッセージ

　私たちは精神障害を抱えたメンバーを中心に、イベント開催や、グッズ作成を
行っています。今回はバッグを手にしたみなさまに“嬉しい！驚き”と“不思議な？
発見”がありますようにという願いを“！？”に込めて作成しました。
　メンバーも大変楽しみながら作成し、会員のみなさまから「大切に使います」
「とても使いやすく気に入っています」といったお声が届き、大変嬉しく励みにな
ります。このような素敵な機会をいただき本当にありがとうございました。

　豊島区民社協では、区民の皆さんと地域のことを考える「区民ミーティング」を開催しています。現在の
コロナ禍で「区民ミーティング」自体は休止中ですが、これをきっかけにいくつかの地域活動が始まってい
ます。今日は、そのうちの一つをご紹介します。

　西池袋子ども企画会議
「にしいけ　こどもイベント」
　西池袋子ども企画会議は、「区民ミーティング」から派生し
たPTAや学習支援、子ども食堂などのグループからなる有志
団体です。「子どもを通じた地域のつながりを深める」ことを
目標に、2019年10月から会議を重ねてきました。

　今回、コロナ禍で普段通りに遊べず、楽しみが
減ってしまった子どもたちに、自宅にいながら親子
で楽しむことができるようにと、「にしいけ　こど
もイベント�vol.1�～第１回目は�クラフト遊び！～」
を企画しました。お菓子の空き箱やトイレットペー
パーの芯を使った工作の動画をYouTubeで配信し、
動画内では参加団体やご協賛いただいた団体、町内
会の紹介も行いました。
　今後の状況にもよりますが、子どもたちがつくっ
た作品を協賛団体等で展示をしていただくなど、地
域と子どもたちが実際に繋がることができる機会づく
りも考えています。
　これからも、子どもを通じた地域のつながりを深め
るため様々な活動を行っていければと思っています。
� 西池袋子ども企画会議　代表　幅野裕敬

西池袋南町会賞 豊島区民社協賞

妙法湯＋柴田印刷賞

SLC賞
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第13回「豊島区障害者美術展ときめき想造展」豊島区民社会福祉協議会会長賞

「花吹雪」山崎 雅美

寄附金　　合計額　1,994,857円 物品による寄附
ご寄附をいただいた皆様（敬称略）

秋吉　恵美
池袋マルイ
カーブス巣鴨
カーブス要町駅前
熊井　常𠮷
菅沼　孝伸
台湾の姉　玉仙妃
宝光寺
豊島理容組合女性部
日本生命保険（相）/
ニッセイプライベートリート投資法人
㈱光通信
㈱ eu-country
アンサンブルぶどうの木　加瀬淳子
匿名　４件

ご寄附をいただいた皆様（敬称略）

カイラーサ・ヨーガ
株木建設東京親政会
㈱ワイズマート　代表取締役　吉野秀行
岡野　元昭
宗教法人　真如苑
高南ふれあいサロン
熊井　常𠮷
重林寺
㈱ハクビ　ハクビ和紙ちぎり絵学院
佐藤　千史
ボランテイアセンター 使用済み切手換金分 
東京包装容器リサイクル協同組合
豊島区高齢者クラブ連合会
豊島理容組合

（公社） 全日本不動産協会東京都本部 豊島 ･ 文京支部  
池袋本町末廣町会
秋森　孝夫
NPO ナイスエージング・スキーヤーズ協会
匿名　13 件

豊島区民社会福祉協議会  総務課

TEL：03-3981-2930

寄附に関する問合せ


